
◆ 学校教育目標

◆ 経営方針

◆ 本年度の重点

◆ 基本姿勢と具体的方策

夢や希望を育み、地域とともに歩む

やさしく
思いやりがあり、豊かな心をもつ子

かしこく
物事をよく考え自ら正しく判断をし、実践できる子

たくましく
心身ともに健康で、ねばり強くやり抜く子

① 中川小学校の児童としての自覚と誇りをもち、豊かな情操、優れた知性、ねばり強い意志をもった、健康で活力ある児童の育成に努める。

② 家庭・地域の特性や願い、児童の実態、「前橋市教育行政方針」「まえばし学校教育充実指針」等を十分に踏まえ、信頼される魅力ある学校づくりを推進する。

① 小規模の学校の良さの継承と課題の改善に努め、きめ細かな教育を推進する。 ② 基本的な生活習慣と学習規律の定着をもとに主体的・対話的で深い学びを推進する。

③ 保護者や地域と連携し、地域の人やものを活用した体験的な学習を推進する。 ④ 教職員の多忙化解消を図り効果的な教育活動を持続的に行うための業務改善を推進する。

豊かな人間性の育成
◎ 夢発表など、さまざまな教育活動を通して、夢や希望をもち、生活の仕方や

生き方を考えたり、自分のよさや自分が仲間や集団のために役立っていると実

感できたりするようにする。

◎ 考え、議論する道徳の授業を通して、多様な考え方や価値を知り、自らの考

えを明確にしたり、考えの変化が捉えられるようにし、よりよく生きるための

基盤となる力を養う。

○ なかよしタイムや児童集会、音楽集会、人権週間などを通して、相手を思い

やる心やお互いのよさを認め合える心を育てる。

○ 特別支援教育コーディネーターを中核にした校内体制を充実させ、一人一人

に応じた支援の充実を図る。

○「時間の厳守、正しい言葉遣い、元気な挨拶と返事、丁寧な清掃」の指導を行

い、集団生活で大切なことを自覚できるようにする。

○ 係活動や当番活動、クラブ活動や委員会活動を通して、自己の役割を意識さ

せ、一人一人の自己有用感や自己存在感を高める。

○ 福祉体験活動や自然体験活動、飼育・栽培活動を通し、人や自然、環境につ

いての意識が高まるようにする。

○ 音楽集会や朝読書、読み語りを通して、豊かな心を育てる。

地域とともに歩む学校
○ 学校公開や学習参観・懇談会を充実させるとともに、学校だよりやＷｅｂページ等を活用し、

保護者や地域への情報発信と受信に努める。
○ 遊び場や寺子屋、読み語り、各種行事を保護者や地域の人々の協力により充実させる。
○ 地域の施設・設備、人的資源を学習に取り入れ、体験的な学びの充実を目指す。
○ 学習支援ボランティアの協力を積極的に募り、児童への学習支援を図る。
○ ＰＴＡや地域の人々と協力してよりよい教育環境づくりを目指す。

○ 地域の行事や子ども育成会などの行事に協力し、地域との連携を図る。

確かな学力の向上
◎「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業実践を推進し、育成

する資質・能力の向上を図る。学習の「めあて」を考え、課題解決

の見通しを立て、学び合いながら課題解決する「問題解決的な学習

」の充実を図る。また、学習の「まとめ」や「振り返り」ができる

時間を確保する。
◎ 学力向上担当を中心に、学力テストの結果から課題を分析し、全
校で系統的に課題の解決を図る。
○「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実を図った授業づくり
を推進するため、タブレットなどのＩＣＴの活用や図書館資料の活
用を積極的に図る。
○「中川小学校の一日」をもとに全校体制で学習規律の定着を図る。
○ 自然体験活動や社会体験活動、福祉体験活動など、多様な人やも
のとの交流を通して、体験に基づいた実感的な理解ができるような
学習活動を取り入れる。
○ 学習サポーターなど補助職員を活用し、個々のつまずきや特性に
対応したきめ細かい指導の充実に努める。
○ 家庭との連携を図り、「家庭学習の手引き」をもとにして家庭学
習の充実に努める。

心身の健康
◎「早寝・早起き・朝ご飯・朝うんち」の考え方を基本に、規
則正しい生活づくりに努める。

◎ 健康診断で指摘された疾病の治療率の向上のため、家庭へ

の啓発を行う。

○「手洗い・うがい・歯磨き」の指導を繰り返し、病気になら
ない体づくりに努める。
○ 担任や養護教諭・スクールカウンセラーを中心とした教
育相談体制を整え、児童や保護者の悩みや不安の解消に努
める。

○「なかよしアンケート」の活用や全職員による観察や情報交
換、家庭との連携を通し、いじめの早期発見と早期対応を図
る。
○ 交通安全指導や避難訓練を定期的に行い、児童自らが危
険察知能力や危機回避能力を高められるような指導を行う。

○ 新体力テストの結果を授業改善や運動タイムの充実に生か
し、児童 の体力の向上に努める。

○ 休み時間に外で遊ぶ経験を増やし、体力の向上を図るとと
もに安全に遊ぶための意識を高める。

職員としての姿勢
○ 児童のよさや違いを認め、児童に寄り添い、優しさと厳しさをもって接することにより、教職員と児童との信頼

関係を深め、安心して学校生活が送れるようにする。

○ 学校内外における服務規律確保の意識を高め、児童や家庭・地域からの信頼を得るようにする。

○ 安全点検や交通指導を通して、児童が安全に安心して学習や生活できるように指導や点検を充実させる。

○ 教職員が「報告・連絡・相談」を意識して行い、情報を共有するとともに、互いに力を出し合い「チーム中川」

として協働して職務を遂行する。

○ 教職員の多忙化解消を図り、効果的な教育活動が持続できるよう、教育活動や校務の見直し・業務改善に努める。


